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各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要 

総
務
企
画
委
員
会 

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要 
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要 

文
教
民
生
委
員
会 

    

質
　
能
代
市
公
共
施
設
解
体
基
金
条
例
制

定
に
つ
い
て
、
過
疎
債
を
活
用
で
き
る
期

間
と
積
立
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

基
金
活
用
の
対
象
施
設
は
何
か
。 

答
　
過
疎
債
の
活
用
期
間
は
法
律
で
２
０

２
０
年
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
例
で
は
延
長
さ
れ
て
お
り
、
国
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。
積
立
額
は
来
年
度
５

０
０
０
万
円
、
２
０
２
０
年
度
も
過
疎
債

が
活
用
で
き
れ
ば
５
０
０
０
万
円
を
積
み

立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。
直
近
の
対
象

施
設
は
、
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
の
解

体
事
業
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
景

観
の
保
全
や
周
辺
へ
の
危
険
性
の
あ
る
建

物
が
対
象
と
考
え
て
い
る
。 

 

質
　
消
費
税
増
税
を
ど
の
よ
う
に
今
回
の

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
か
。 

答
　
基
本
的
に
影
響
の
あ
る
も
の
は
見
込

ん
で
い
る
が
、
消
費
税
増
税
の
軽
減
策
に

よ
る
減
収
分
で
地
方
特
例
交
付
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
は
、
国
か
ら
概
要
が
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
初
予
算
に
は
見
込
ん

で
い
な
い
。
ま
た
、
地
方
消
費
税
交
付
金

に
つ
い
て
も
、
増
税
分
が
反
映
さ
れ
る
の

は
２
０
２
０
年
度
か
ら
で
あ
り
、
来
年
度

当
初
予
算
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
い
。 

 

質
　
当
初
予
算
に
比
較
し
、
来
年
度
法
人

市
民
税
を
15
・
６
％
増
と
見
込
ん
だ
理
由

は
。 

答
　
火
力
発
電
所
関
連
の
総
合
工
事
業
、

金
属
、
電
子
関
連
の
製
造
業
の
業
績
が
好

調
な
た
め
、
そ
の
よ
う
に
見
込
ん
だ
。 

 

質
　
地
方
交
付
税
の
今
後
の
見
込
み
は
。 

答
　
合
併
算
定
替
え
の
終
了
に
伴
う
減
額

が
続
き
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
加
算
が
無

く
な
る
こ
と
か
ら
、
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、
今
後
の
国
勢
調
査
で
、
人
口
が

大
幅
に
削
減
し
た
場
合
は
、
さ
ら
な
る
減

額
も
見
込
ま
れ
る
。 

 

質
　
財
政
調
整
基
金
の
今
後
の
見
通
し
と
、

予
算
編
成
に
対
す
る
考
え
は
。 

答
　
30
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支
は
黒
字

の
見
込
み
で
、
財
政
調
整
基
金
の
積
み
増

し
を
考
え
て
い
る
。
31
年
度
の
当
初
予
算

で
は
、
同
基
金
か
ら
14
億
円
を
繰
り
入
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
予
算
編
成
が
続
く

と
５
年
程
度
で
財
政
調
整
基
金
は
無
く
な

る
の
で
、
自
主
財
源
の
確
保
、
歳
出
の
削

減
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
来

年
度
以
降
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
等
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
歳
出
が
拡
大
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
歳
出
の
削
減
を
図
る
が
、
人
口
減

少
対
策
や
産
業
振
興
等
必
要
な
施
策
は
し

っ
か
り
取
り
組
む
。 

 

質
　
北
高
跡
地
活
用
、
そ
ろ
そ
ろ
方
向
性

を
出
す
時
期
に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

答
　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
整
理
し
、
来
年

度
に
は
具
体
案
を
作
成
し
、
提
示
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

 

質
　
人
口
減
対
策
の
新
設
さ
れ
る
推
進
室

の
詳
細
は
。 

答
　
名
称
は
人
口
政
策
・
移
住
定
住
推
進

室
。
人
口
動
態
の
検
証
、
分
析
や
総
合
戦

略
の
策
定
、
移
住
定
住
推
進
の
環
境
整
備
、

移
住
定
住
に
係
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
関

連
事
業
や
出
会
い
創
出
事
業
を
想
定
し
て

い
る
。 

 

質
　
公
債
費
の
今
後
の
見
込
み
は
。 

答
　
新
年
度
は
、
庁
舎
整
備
の
合
併
特
例

債
の
元
金
の
償
還
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

30
年
度
よ
り
２
億
円
の
増
。
今
後
も
引
き

続
き
増
額
と
な
り
、
２
０
２
３
年
度
に
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
38
億
円
程
度
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
（
菅
原
隆
文
） 総務企画委員会の様子 

    

質
　
東
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
廃
止
後

の
受
け
入
れ
先
に
つ
い
て
、
民
間
施
設
に

余
裕
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
利
用
時
間

や
回
数
等
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が
複
雑
に
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
調
整
を
行

っ
て
い
く
の
か
。 

答
　
現
在
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
近
い
形
態
の
事
業
所
を
個
別
に
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
利
用
者
や
御
家
族
等

に
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
、
利
用
者
が
不

安
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。 

 

質
　
結
婚
・
子
育
て
祝
い
金
事
業
に
つ
い

て
、
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
図
る
た

め
に
地
域
通
貨
を
含
め
た
検
討
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。 

答
　
ダ
ン
ク
カ
ー
ド
等
の
活
用
を
検
討
し

た
が
、
ポ
イ
ン
ト
加
算
に
は
多
額
の
手
数

料
が
か
か
り
財
政
的
な
影
響
が
大
き
い
た

め
、
現
金
支
給
を
考
え
て
い
る
。 

 

質
　
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
の
概
要
は
。 

答
　
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
40
歳
以
上
の

市
民
を
対
象
に
、
２
万
円
を
上
限
と
し
て

検
診
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。 

 

質
　
福
祉
商
品
券
を
購
入
で
き
る
２
歳
以

下
の
子
供
が
属
す
る
世
帯
に
つ
い
て
、
今

年
６
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
る
子
供
は
対

象
外
と
な
る
の
か
。 

答
　
対
象
年
齢
の
基
準
日
は
６
月
１
日
と


